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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は, 微生物のビタミンB 6の代謝における新しい反応を発見し酵素化学的に解明したものである｡

Pyridoxine(PIN)のりん酸化については, 従来 ATPの存在下での pyridoxineKinaseの作用が知

られていたO 著者は p-nitrophenylphosphte(A-NPP)のようなりん酸基供与体から PIN にりん酸

基を転移する新しい反応が, かびおよび細菌に存在することを, はじめて見出した｡

この反応に関与する酸素を土壌中より分離 した Escherichiafreundii菌体より結晶状に分離 して酵素

化学的性質を明らかにするとともに, 本酵素の精製段階における挙動などから, 本反応は酸性 phospha-

taseによるりん酸基転移反応であると結論した｡

またりん酸基供与体としては,カーNPPのような非生理的物質ばかりでなく, 糖りん酸エステル, ヌク

レオチ ド類などの生理的物質が供与体となり得ること, 一方りん酸基受容体としては. PIN のみでなく,

pyridoxal(PAL),pyridoxamine(PAM)も受容体となり得ることを見出し, 本反応の生理的意義をも

明らかにした｡

ついで, 嫌気性菌では, PAM phosphateは oxidaseによってではなく,α-Ketoglutaricacidをア

ミノ基受容体とするtransaminaseによって PALphosphateになるが, 著者は, Closiridiumkaioaotoi

の菌体から本酵素を2,800倍に精製し酵素化学的検討を行なった｡ 本酵素が一般の transaminase と異な

り, PALphosphateを要求しない酵素であり, また逆反応である PALphosphateから PAM phos-

phateの生成については, アミノ基供与体として, D-glutamicacidが反応を促進することを見出した｡

さらに著者は,sucroseを炭素源とした Sarcinaluteaの培養液中に PIN を添加すると新しい誘導

体が生成することを見出し, 同菌の菌体懸濁液をもちいて新物質を生成させ, 本物質が PIN の 5の位置

glucoseがα型に結合している新物質であることを推定し, 化学的に合成してその構造を確認した｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

微生物でのビタミン B 6 の代謝については, まだ不明な点が多い｡

著者は, まず,pyridoxine(PIN)のりん酸化反応について検討し, 従来知 られ て い た pyridoxine

kinaseによるりん酸化反応とは異なる系が, かびおよび細菌に存在することを見出した｡

ついで, 土壌中より分離 した Escherichiafreundiiより本反応に関与する酵素を結晶状に単離 した｡

この酵素が酸性 phosphataseであり,1)-nitrophenylphosphate のような非生理的物質ばかりでな

く, 糖 りん酸エステル, ヌクレオチ ドなどをりん酸基供与体として利用しうることを見出し, 本酵素の菌

体中での生理的意義を明らかにしたことは, 大きな業績である｡

また嫌気性菌での pyridoxaminephosphateの pyridoxalphosphate(PALphosphate)への転換は

oxidaseによるものではなく,α-ketoglutaricacidを特異的にアミノ基受容体とする transaminaseに

よるものであるが, 著者は本酵素を精製 し, 精製酵素標品が PALphosphate を含まないこと, および

反応に PALphospnateを要求 しないことなどから本酵素が一般の tranSaminase とは異なる transa-

minseであることを明らかにした｡

また PIN の誘導体は化学的には多 くのものが合成されているが, 生合成された例は少ない｡ 著者は,

sucroseを炭素源とする Sarcinaluteaの培養液中に PINを添加すると, PIN の5の位置に glucose

がα型に結合 した新物質 PILglucosideを生成することを認め, ついで本物質を化学的に合成して, そ

の構造を確認 した｡

以上のように本論文は, 微生物でのビタミン B6 の代謝について多 くの新 しい知見を加え, 微生物生理

学, ビタミン学の分野に貢献するところが大きい｡

よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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